
デジタル人材の育成について 

 

我が国は今、感染症の脅威や気候変動の危機に加え、世界のどの国

も経験したことがない人口減少・少子高齢化社会に直面すると同時に、

世界経済の変化や第４次産業革命の進展もますます加速化するなど、

大きな変革期を迎えている。 

こうした中、世界各国は、すでにポストコロナを見据え、先端産業

の集積や高度人材・留学生の獲得など、戦略的な取組を展開しており、

我々もこのまま対策を講じなければ、世界との競争から大きく取り残

されかねない。 

事実、「世界競争力ランキング（ＩＭＤ）」において、我が国の順位

は長期低迷しており、特に、企業におけるビッグデータやデジタル技

術の活用など、デジタル分野が最大の弱点となっている。 

新型コロナウイルスの感染拡大を契機として、都市のデジタル化・

スマート化が急速に進んでいる中、ＡＩ・ビッグデータといった最先

端技術を活用し、我々を取り巻く社会課題の解決や新たな価値の創出

を実現していくことが、国や都市の競争力を左右する大きな鍵となる。 

その担い手として必要不可欠なのが、デジタル人材、特にＡＩやデ

ータサイエンスに関する実践的な知見やスキルを有する人材である。 

しかし、国の「ＩＴ人材需給に関する調査（令和元年３月）」では、

ＡＩに限っても人材不足（令和１２年１４．５万人）が見込まれてお

り、全国の約３割の大学が集積する首都圏が人材育成に果たす役割は

非常に大きいものがある。 

デジタル分野は日々進化しており、今ここで、大学や民間企業とも

連携して、ＡＩやデータサイエンスに精通した人材の確保・育成に向

け、迅速かつ集中的に対策を講じることが必要である。一方で、我が

国の持続的な成長には長期的な人材育成の視点も欠かせない。ついて

は、以下の事項を要望する。 

 

１ それぞれの学校段階に応じた必要な知識やスキルを習得できるよ

うに、ＩＣＴに精通した多様な外部人材の積極的な活用を推進する

とともに、必要な技術的・財政的支援を行うこと。 



２ 大学等において、ＡＩやデータサイエンスに関して専門的に学ぶ

機会を拡大するため、当該分野における人材の育成や教育プログラ

ムの開発に取り組む大学等に対して、十分な技術的・財政的支援を

行うこと。加えて、当該分野の収容定員を別枠で取り扱うことによ

り、多くの専門的人材を確実に輩出できる環境を整備すること。 

 

３ 実践的な知見やスキルを有する社会人を増やすため、企業のニー

ズを踏まえたリカレント教育に取り組む大学等への支援を充実させ

ること。さらに、企業に対して社員の学び直しに積極的に取り組む

よう働きかけるなど、人材の確保・育成を重層的に進めること。 

 

 

令和３年１２月３日 

 

文部科学大臣 末 松 信 介 様 

厚生労働大臣 後 藤 茂 之 様 

経済産業大臣 萩 生 田 光 一 様 

デジタル大臣 牧 島 かれん 様 

内閣府特命担当大臣 野 田 聖 子 様 
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